



































1 ）バルザックのテキストは以下を使用、 Le?ere Goriot, in La Comedie humaine, tome II, 
Gallimard，αBibliotheque de la Pleiade≫, 1976 ; Splendeurs et Miser，回 d四 courtisanes,in La 
Comedie humaine, tome VI, Gallimard, • Bibliothをquede la Pleiade ≫, 1977.各引用後の括弧内
にページ数を記す。引用内下線部は筆者による。
2）『ゴリオ爺さん』におけるオペラ・コミックに関しては以下の論考がある。 Rose Fortassier, 
αChansons clans La Comedie humaine OU le repertoire de Vau甘in≫,in Lettres et Realites. 
Melanges de litterature generate et de critique romanesque offerts au professeur Henri Coulet par 
s四 amis,Publication de l'Universite de Provence, 1988, pp. 97-116. Jacques Martineau, L'opera 
et /'amour dans La Com釘liehumaine d'Honore de Balzac, these de doctorat a l'Universite de 














































































． d写然Jご。 (II, pp. 82-83) 
ヴオートランが歌うこの歌は、エチエンヌの詩をもとに、ニコロによって作曲さ
れた、 1814年オペラ・コミック座初演のオペラ・コミック、『ジョコンド、また
は誘惑者たち』の数節である。下線部、 ≪j'ailongtemps parcouru le monde, I Et l'on 
m'a vu de toute part・・≫ という歌詞は、彼のどこにでも出没する怪しい行動を暗示
する。そして、彼はあたかも女好きを振る舞うようにヴオケ一夫人にちょっかい



















3）フオルタシエは、この2行後の実際の歌詞、 αPartout,partout ou j'ai voyage I Seton le pays j'ai 





下で指摘されている。 St句haneVachon, ≪Le (mot) drame du ?ere Goriot≫, in Poetique, Seuil, 
septembre 1997, p. 329目そこで活躍するヴオートランにおけるメロドラマの役割について、
次の論考で詳細に論じられている。 YoshieOshita，αDe l'en廿eea la sortie de Vau甘indans Le 






















「彼女のそそるしぐさは美しいよりいいJαEtsa mine piquante I陥utmieux que la 











ニ『モーゼjのフィナーレを解説する場面でも見られる。 （M邸simillaDoni, t. X, p. 607) 
6 ) Les Deux ]a/oux, comedie en I acte et en prose, mをleed’訂ie仕es,Jean-Baptist守CharlesVial, 




































ミックの台本を断念したことを告げる。 Balzac,Correspondance, tome I (1809-1835), Gallimard, 
“Bibliotheque de la Pleiade円 2006,p. 17.彼のオペラ・コミック『海賊jのプランはパイロ
ンの影響を受けて書かれた。 Balzac,(E;倒的 diverses,tome I, Gallimard，占ibliothequede la 
































1) Richard C1Eur de Lion, comedie en 3 actes, melee d’ariete, Sedaine, Gardy, 1812, Act I,scene I, 
p. 6. 
12）『獅子心王リチヤード』は当時、オベラ・コミック座で当たりを取っており、 1819年4月2
日から 1820年4月12日にかけて 19回、 1820年4月3日から 1821年4月15日まで22図
上演される。 L'indicateurgeneral des spectacl田 dePa市，d田 departeme悶 dela France et d回


















































































髪女に乗りかえるのか」 ≪］epasse de la brune a lablonde .≫ (VI, p. 919）と答え
る。リュシアンの庇護者から警察の手下。かつては自分を誇った歌では、金髪女
も褐色の髪の女も思いのままであり、それは彼の全知全能のライトモチーフを補
完していた男が今やこの歌詞をアレンジすることによって、暗黒の世界から陽の
さす世界への変節がアイロニカルになるだけではない。「金髪女に乗りかえ」ざる
をえない状況は、かつてラスチニヤツクに「劇場」を比険として諾った彼の「モッ
トー」に反して、望むままに行動するヴオートランではもはやないことをいみじ
くも示唆している。
18世紀に、ヴォードヴイル、アリエットが含まれる芝居などを前身として誕生
したオペラ・コミックは、劇やオペラなどを風刺的に模倣し、パロデイー化した
ものを上演していた。このような性格を帯びたオペラ・コミックが時代を経て形
式を変えながらも、『ゴリオ爺さん』の作品に組み込まれると、ヴオートランの歌
唱で絶えず付きまとう皮肉な特徴がいっそう効果的になる 15）。そして、ヴオー トラ
ンは、歌う行為によって、またオーケストラ指揮者としてそこでの物語を統御し
ていた。彼が歌ったいくつかの歌はとりわけラスチニヤツクへの愛情を歌ったも
のである。このことはまさに上流階級でのオペラ空間で演じられたそのままで、
ヴオートランにとってヴォケー館という空間は、あたかも劇場空間を通しての自
分の存在感の誇示とラスチニャックへの愛情をあらわすトポスであり、観劇する
側と演じられる側の違いこそあれ、この空間は上流階級におけるオペラ空間をパ
ロディー化した空間と言えよう。
（同志社大学非常勤講師）
15）作者の書簡の中でほとんど言及されず、また『人間喜劇jにおいても向じことから、オペ
ラ・コミック座、そしてそこでの出し物への関心は少ないと言える。しかしながら、『ゴリ
オ爺さん』において、作者はオペラ・コミック座のレパートリーに入っている作品をピンポ
イントに使用することから、それらがいかに特別な意味をもっているか明白であろう。
